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※植生区分は測線上の優占種の植生区分を表す。
　陸生：陸生植物
　抽水：抽水植物

測
線
1

水中下は比較的緩やかな勾配であったが、植物は確認されなかった。 水際にはヨシが優占的に生育し、一部マコモがみられた。斜面中腹
から平地では土壌は乾燥しており、陸生植物であるセイタカアワダチ
ソウ、メリケンカルカヤなどが優占していた。

植生区分※ 陸生 抽水 開放水面 抽水 陸生

～34 ～122

ヨシ

植生の概要

法面にはシバ、法面下の平地にはメ
リケンカルカヤが優占的に生育して
いた。測線距離16～34ｍ地点の水際
までの斜面は緩やかであり、ヨシが
優占的に生育し、比較的に広いヨシ
帯を形成していた。ヨシ帯はやや湿っ
た土壌に成立し、一部乾燥した場所
でセイタカアワダチソウなどが混生し
ていた。

優
占
種

距離（ｍ）

開放水面

水中下は急な勾配を
形成し、植物は確認

されなかった。

シバ

メリケンカルカヤ

ヨシ

マコ
モ

ヨシ

メドハギ

メリケンカル
カヤ

チガヤ

セイタカアワダチ
ソウ

ヨシ

高さ（ｍ）
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図 10 植生断面図（測線 1） 
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～11 ～12 ～14 ～17.8

※植生区分は測線上の優占種の植生区分を表す。
　　陸生：陸生植物
　　抽水：抽水植物

    沈水：沈水植物

測
線
2

～8 ～19.2

植生区分※

測線距離17.8～19.2ｍでは水中下に水際からクロモ、ホザキノフサ
モ、オオカナダモが生育していた。これら沈水植物が生育していた
水深は約0.5～0.8ｍと浅い場所であり、これ以上の水深では確認さ
れなかった。

法面にはセイタカアワダチソウ、法面下の平地にはチガヤが優
占的に生育していた。測線距離8～11ｍまでの斜面では乾燥した
土壌にオギが優占しり、水際に幅約1ｍと薄くヨシが生育してい
た。

測線距離12～
17.8ｍでは、植生
はみられなかっ
た。

距離（ｍ）

植生の概要

優占種
陸生 開放水面沈水

セイタカアワダチソウ

セイタカアワダチソウ

チガヤ

セイタカアワダチソ
ウ

オギ

ヨシ

クロモ

ホザキノフサモ

オオカナダモ

高さ（ｍ）

距離（ｍ
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図 11 植生断面図（測線 2） 

 



 

裸地 陸生 沈水 開放水面
シ
バ

ス
ス
キ

人
工
裸
地

チ
ガ
ヤ

オオカナダモ

～2 ～4.2 ～9.6 ～14 ～23

※植生区分は測線上の優占種の植生区分を表す。
　　陸生：陸生植物
　　抽水：抽水植物

    沈水：沈水植物

陸生 抽水

測
線
3

植生区分※

植生の概要

優占種

距離（ｍ）

チ
ガ
ヤ

測線距離20～23ｍでは水中下にオオカナダモが生育し
ていた。オオカナダモが生育していた水深は約0.3～0.5ｍ
と浅い場所であり、これ以上の水深では確認されなかっ
た。

ヨシ

法面にはシバ、ススキ、メリケンカルカヤ、法面下の平
地にはセイタカアワダチソウ、チガヤなどが優占的に生
育していた。また測線距離7.7～9.6ｍの平地では、踏付
けなどによる人工裸地がみられた。

測線距離14～20ｍ地点は水際まで
急峻な勾配の斜面に、ヨシが優占的
に生育していた。水際のヨシは水深
約0.5ｍまで生育していた。比較的に
広いヨシ帯を形成していた。

～20～6
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ウ

～7.7

ススキ
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距離（ｍ）

 

13 

図 12 植生断面図（測線 3） 
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※植生区分は測線上の優占種の植生区分を表す。
　陸生：陸生植物

    沈水：沈水植物

測
線
4

植生区分※

植生の概要

優占種

距離（ｍ）

開放水面

法面にはヨモギ、セイタカアワダチソウなど、法面
下の平地にはチガヤが優占的に生育していた。
また土壌が堆積した矢板際にはカワヤナギが生
育していた。湖岸を矢板で保護しているため、他
調査測線で確認されたヨシ帯はみられなかった。

測線距離8～12.5ｍの水中下には植物は確認されなかったが、12.5～14.5ｍの泥質土壌下にオオカナダモが生育していた。オオカナダ
モが生育していた水深は約0.3～0.5ｍと浅い場所であり、、これ以上の水深では確認されなかった。

陸生
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～8

ススキ
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ヨモギ
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図 13 植生断面図（測線 4） 
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抽水 沈水
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～4 ～7 ～8.5 ～10.7 ～13.5 ～19 ～28
測線距離13.5～19ｍ地点は
水際まで緩やかな勾配の斜
面であり、湿った土壌にヨシ
が優占的に生育し、比較的
に広いヨシ帯を形成してい
た。

※植生区分は測線上の優占種の植生区分を表す。
　　陸生：陸生植物
　　抽水：抽水植物

    沈水：沈水植物

測
線
5

植生区分※

植生の概要

優占種

距離（ｍ）

陸生

法面にはチガヤ、法面下の平地にはシバ、セイタカアワダチソウ
が優占的に生育していた。また、測線距離10.7から13.5ｍのや
や湿った土壌にはオギが優占していた。

測線距離19～21ｍでは水中下にオオカナダモがまばらに生育していた。21～28ｍの地
点では広くオオカナダモが生育していた。オオカナダモの生育していた水深は約0.3～
1.0ｍと他の調査地点に比べ比較的に深く、、これ以上の水深では確認されなかった。

開放水面

高さ（ｍ）

距離（ｍ）

コンクリート

チガヤ

シバ

オギ
ヨシ

オオカナダモ

セイタカアワダチソウ

 
図 14 植生断面図（測線 5）  




